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1

は
じ
め
に

明
治
維
新
期
の
日
朝
間
の
国
交
交
渉
が
王
政
復
古
通
告
の
段
階
で
頓
挫
し
、
日
朝
関
係
が
長
い
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
く
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
書
契
（
外
交
文
書
）
問
題
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
問
題

点
も
多
く
、
日
朝
関
係
の
展
開
を
十
分
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
は
、
こ
の
書
契
問
題
に
つ
い
て
、
倭
館
に
お
け
る

朝
鮮
側
の
対
応
に
着
目
し
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

従
来
、
当
該
期
の
日
朝
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
主
に
日
本
側
の
視
点
か
ら
進
め
ら
れ
、
外
交
の
「
一
元
化
」
を
目
指
す
維
新
政

府
と
既
得
権
益
に
固
執
す
る
対
馬
藩
と
の
対
立）

1
（

や
、
対
馬
藩
を
含
め
た
対
朝
鮮
政
策
の
方
策
を
め
ぐ
る
対
立）

2
（

が
描
か
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
目
的
は
、
幕
藩
体
制
や
国
内
政
治
史
の
分
析
に
あ
り
、
書
契
問
題
や
対
馬
藩
の
動
き
に
つ
い
て
の
考
察
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た）

3
（

。

こ
う
し
た
研
究
状
況
を
生
み
出
し
た
要
因
の
一
つ
は
、
交
渉
を
担
っ
た
対
馬
藩
の
行
動
を
、
特
権
確
保
の
た
め
の
も
の
と
の
み
考
え

維
新
期
の
書
契
問
題
と
朝
鮮
の
対
応
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野　

雅　

司
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て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
石
川
寛
氏
が
対
馬
藩
の
行
動
の
論
理
を
検
討
し
、
対
馬
藩
が
対
朝
鮮
貿
易
へ
の
固
執
よ
り
も
、

む
し
ろ
朝
鮮
か
ら
の
経
済
的
自
立
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）

4
（

。
こ
の
石
川
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
に
よ
り
、
倭
館
に
お

け
る
対
馬
藩
の
動
向
に
つ
い
て
の
理
解
は
飛
躍
的
に
深
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
、
日
本
側
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
む
一
方
で
、
書
契
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
動
き
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
日
朝
双
方
の
史
料
を
駆
使
し
た
田
保
橋
潔
氏
の
研
究
で
、
書
契
問
題
に
つ
い
て
の
朝
鮮
側
史
料
の
少
な
さ
は
指
摘
さ
れ

て
お
り）

5
（

、
以
後
朝
鮮
側
の
動
き
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
該
期
の
朝
鮮
側
史
料
が
全
く
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
正
史
で
あ
る
『
日
省
録
』
に
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
書
契
問
題
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、『
東
莱
府
啓
録
』
に
は
、

倭
館
に
お
け
る
書
契
へ
の
対
応
の
様
子
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
『
東
莱
府
啓
録
』
の
情
報
に
着
目
し
た
い
。

『
東
莱
府
啓
録
』
と
は
、
倭
館
を
統
括
す
る
東
莱
府
使
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
状
啓
（
報
告
・
要
請
の
た
め
の
公
文
書
）
を
中
央
の
備

辺
司
で
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
船
の
出
入
り
、
日
本
人
か
ら
の
要
求
事
項
や
問
情
、
漂
流
民
の
対
処
、
宴
享）

6
（

設
行
の
報
告
な
ど

が
記
録
さ
れ
て
い
る）

7
（

。
こ
の
中
で
本
稿
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
日
本
船
が
携
行
し
て
き
た
書
契
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
る
。
対
馬

か
ら
倭
館
へ
と
渡
航
す
る
際
に
は
、
朝
鮮
国
王
が
対
馬
島
主
に
贈
給
し
た
図
書
（
銅
印
）
の
押
さ
れ
て
い
る
書
契
か
吹
嘘
（
渡
航
証
）

を
携
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た）

8
（

。
こ
の
『
東
莱
府
啓
録
』
に
は
、
そ
の
来
航
し
た
船
が
携
行
し
て
き
た
書
契
の
種
類
、
問
題
点
が

あ
れ
ば
そ
の
内
容
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
う
処
理
し
た
か
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
か
ら
当
該
期
の
書
契
問
題
に
対

す
る
朝
鮮
側
の
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
東
莱
府
啓
録
』
は
田
保
橋
氏
の
研
究
で
も
使
用
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
持
っ
て
い
る
情
報
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
石
川
氏
の
研
究
に
よ
り
、
書
契
問
題
は
「
皇
」「
勅
」
を
用
い
た
王
政
復
古
通
告
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
年
例
送
使）

9
（

や
漂
差
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使
（
漂
流
民
を
送
還
す
る
使
節
）
な
ど
、
対
馬
藩
が
派
遣
す
る
使
節
全
体
に
わ
た
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た）

10
（

。
こ

う
し
た
研
究
状
況
に
鑑
み
、
今
一
度
『
東
莱
府
啓
録
』
の
持
つ
情
報
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
東
莱
府
啓
録
』

は
欠
け
て
い
る
部
分
が
多
く
、
残
念
な
が
ら
一
八
六
八
（
明
治
元
、
高
宗
五
、
戊
辰
）
年
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
稿

で
は
、
残
存
し
て
い
る
一
八
六
九
（
明
治
二
、
高
宗
六
、
己
巳
）
年
一
月
か
ら
、
書
契
問
題
に
一
応
の
決
着
が
付
け
ら
れ
た
一
八
七
〇

（
明
治
三
、
高
宗
七
、
庚
午
）
年
七
月
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
書
契
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
対
応
、
特
に
末
端
で
あ
る
倭
館
で
の
動

き
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
問
題
意
識
の
も
と
、
ま
ず
第
一
章
で
は
日
本
側
の
史
料
を
、
第
二
章
で
は
『
東
莱
府
啓
録
』
を
用
い
て
、
書
契
問
題
の
展
開

を
概
観
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
、
書
契
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い）

11
（

。

第
一
章　

日
本
側
史
料
か
ら
見
た
書
契
問
題

ま
ず
は
じ
め
に
、
倭
館
に
お
け
る
通
交
の
あ
り
方
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

近
世
の
日
朝
関
係
は
、
対
馬
藩
が
幕
府
と
朝
鮮
政
府
と
の
間
を
媒
介
し
、
将
軍
の
新
立
や
死
亡
の
報
告
、
通
信
使
の
調
整
な
ど
を
、

使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
で
執
り
行
っ
て
い
た
。
倭
館
に
派
遣
さ
れ
た
対
馬
藩
の
役
人
や
使
節
の
対
応
は
、
訓
導
や
別
差
と
呼
ば
れ
る
訳

官
が
東
莱
府
か
ら
倭
館
ま
で
下
来
し
て
行
っ
た
。
各
使
節
が
倭
館
に
到
着
し
た
後
、
任
訳
（
訓
導
・
別
差
の
総
称
）
が
使
節
の
名
目
や

用
件
、
持
参
し
た
書
契
の
内
容
を
確
認
す
る
。
そ
の
書
契
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
規
定
通
り
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
書
契
は
東
莱
府
使
・

釜
山
僉
使
（
東
莱
府
使
と
と
も
に
倭
館
を
管
掌
）、
礼
曹）

12
（

、
朝
廷
へ
と
渡
っ
て
い
く
。
朝
鮮
側
か
ら
の
返
翰
は
、
同
様
の
手
順
を
逆
に

た
ど
っ
て
対
馬
藩
側
に
渡
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
応
接
の
儀
式
の
中
で
物
品
の
贈
答
や
米
の
支
給
な
ど
が
行
わ
れ
た）
13
（

。
儀
式
な
ど
の
特
別
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な
場
合
以
外
で
対
馬
藩
側
が
倭
館
の
外
に
出
る
こ
と
は
欄
出
と
呼
ば
れ
て
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
東
莱
府
と
倭
館
と
の
間
は
任
訳
が
取
り

次
ぐ
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

一
八
六
八
年
三
月
対
馬
藩
は
維
新
政
府
か
ら
朝
鮮
政
府
へ
の
王
政
復
古
通
告
を
命
令
さ
れ）
14
（

、
以
後
対
馬
藩
士
大
島
友
之
允
を
中
心
に

準
備
が
行
わ
れ
た
。
王
政
復
古
通
告
書
契
の
文
案
や
書
式）
15
（

は
、
七
月
三
日
外
国
知
官
事
伊
達
宗
城
か
ら
対
馬
藩
主
宗
義
達
に
与
え
ら
れ

た
（
大
修
Ｋ
四
・
八
・
一
一
）。
そ
れ
を
も
と
に
国
許
の
御
書
翰
取
調
御
用
掛
が
書
契
を
作
成
し
、
従
来
「
日
本
国
対
馬
州
太
守
拾
遺
平

義
達　

奉
書　

朝
鮮
国
礼
曹
参
判
大
人
（
参
議
大
人
、
礼
曹
大
人
）　

閤
下
」
と
し
て
い
た
書
式
は
、「
日
本
国
左
近
衛
少
将
対
馬
守
平

朝
臣
義
達　

奉
書　

朝
鮮
国
礼
曹
参
判
公
（
参
議
公
、
礼
曹
大
人
）　

閤
下
」
と
改
め
ら
れ
た
。
一
一
月
一
七
日
幹
事
裁
判
（
今
後
は

図
書
（「
義
達
」）
で
は
な
く
、
維
新
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
新
印
（「
平
朝
臣
義
達
章
」）
を
用
い
る
こ
と
を
伝
え
る
使
節
）
書
契
に
は

図
書
を
、
大
修
参
判
使
（
王
政
復
古
を
通
告
す
る
使
節
。
以
下
大
修
使
と
略
）
書
契
に
は
新
印
を
押
し
、
書
契
は
完
成
し
た）

16
（

。

一
二
月
一
六
日
幹
事
裁
判
川
本
九
左
衛
門
は
完
成
し
た
書
契
を
携
行
し
て
渡
韓
し
、
一
八
日
に
訓
導
に
書
契
を
写
し
取
ら
せ
た
。
そ

し
て
、
東
莱
府
使
に
謄
本
を
届
け
、
二
七
日
に
返
答
を
持
っ
て
く
る
よ
う
訓
導
に
約
束
さ
せ
た）

17
（

。
し
か
し
、
二
六
日
に
入
館
し
た
訓
導

は
川
本
に
対
し
、
幹
事
裁
判
書
契
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
は
容
易
に
返
答
で
き
な
い
た
め
、
明
日
再
び
東
莱
府
へ
行
っ
て
商
議
し
、
早

春
に
返
答
を
す
る
と
述
べ
た）
18
（

。
こ
の
間
に
、
一
二
月
一
九
日
大
修
使
樋
口
鉄
四
郎
・
都
船
主
（
副
使
）
薦
田
多
記
が
倭
館
に
到
着
し
、

一
八
六
九
年
一
月
四
日
任
訳
と
の
初
対
面
を
果
た
し
た
（
大
修
Ｍ
二
・
一
・
四
）。

倭
館
で
川
本
・
樋
口
・
館
守
番
縫
殿
介
・
幹
伝
官
（
通
詞
）
浦
瀬
最
助
が
幹
事
裁
判
・
大
修
使
の
回
答
を
待
つ
一
方
、
二
月
五
日

大
島
が
渡
韓
し
た
。
二
月
一
七
日
大
島
は
、
初
対
面
の
席
で
訓
導
に
対
し
、
用
件
が
順
便
に
進
む
よ
う
に
尽
力
す
る
よ
う
求
め
た）
19
（

。
そ

の
後
、
番
・
川
本
が
訓
導
に
対
し
て
幹
事
裁
判
書
契
の
受
け
取
り
を
要
求
し
た
結
果
、
訓
導
は
、
都
を
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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の
で
、
来
月
三
日
に
入
館
す
る
と
の
約
束
を
し
た
。
約
束
の
期
日
前
の
二
月
二
九
日
訓
導
が
入
館
し
、「
廷
議
甚
難
」
い
こ
と
を
浦
瀬

に
伝
え
、
そ
の
内
容
を
書
面
に
し
て
渡
し
た）
20
（

。
浦
瀬
が
こ
の
書
面
を
は
ね
つ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
訓
導
は
「
此
書
面
ハ
実
ハ
彼
国

（
朝
鮮
―
牧
野
）
之
朝
議
表
向
之
論
ニ
而
、
内
実
ハ
御
用
相
運
候
ニ
相
違
無
之
」
の
で
、
幹
事
裁
判
書
契
に
書
か
れ
て
い
る
藩
主
の
職

称
、
姓
の
下
の
「
朝
臣
」、
書
契
中
の
「
以
私
害
公
」
の
文
句
を
改
め
れ
ば
「
急
度
御
用
相
運
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
浦
瀬
は
、

職
称
の
変
更
に
は
「
戊
戌
年
既
ニ
其
例
有
之
」、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
「
朝
廷
御
伺
済
之
事
ニ
而
、
中
々
改
撰
等
不
相
届
」
と
反

論
し
た）

21
（

。

大
島
の
帰
国
後
、
樋
口
・
川
本
・
番
は
、
幹
事
裁
判
書
契
で
は
な
く
大
修
使
書
契
の
受
け
取
り
を
要
求
し
て
い
く
こ
と
に
方
針
を
変

え
、
六
月
一
五
日
番
の
茶
礼
儀）
22
（

を
利
用
し
て
、
大
修
使
書
契
を
受
け
取
る
旨
を
都
に
伝
え
る
よ
う
東
莱
府
使
に
直
接
要
求
し
た
。
そ
れ

に
対
し
、
東
莱
府
使
は
「
成
否
ハ
兎
も
角
も
、
今
日
御
応
対
之
事
情
逐
一
茶
礼
済
啓
聞
之
節
、
朝
廷
江
致
往
復
候
様
可
相
心
得
候
」
と

答
え
た
（
倭
館
Ｍ
二
・
六
・
一
五
）。
し
か
し
、
こ
の
要
求
に
対
す
る
都
か
ら
の
回
答
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
八
月
二
四
日
番

ら
が
返
答
に
つ
い
て
訓
導
に
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
訓
導
は
近
日
内
に
来
着
す
る
と
回
答
す
る
の
み
だ
っ
た
（
大
修
Ｍ
二
・
八
・
二
四
）。

九
月
六
日
川
本
が
訓
導
に
対
し
、
諾
否
に
か
か
わ
ら
ず
速
や
か
に
「
決
答
之
書
翰
」
を
渡
す
よ
う
述
べ
（
大
修
Ｍ
二
・
九
・
六
）、
九
月

二
九
日
に
は
番
ら
が
東
莱
府
使
と
の
談
判
を
求
め
、
欄
出
を
ほ
の
め
か
し
た
（
大
修
Ｍ
二
・
九
・
二
九
）。

朝
鮮
政
府
か
ら
回
答
が
来
た
と
の
知
ら
せ
は
、
一
〇
月
二
四
日
に
よ
う
や
く
倭
館
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
訓
導
は
、
関
文
（
朝
鮮
政
府

か
ら
の
公
文
書
）
の
内
容
は
「
今
般
之
書
契
中
一
二
之
字
句
且
印
章
改
易
之
儀
者
、
調
熟
不
致
候
段
ハ
存
知
可
罷
在
候
、
然
る
に
三
百

年
未
曾
有
之
訳
柄
を
以
、
常
を
専
信
を
表
す
る
之
当
時
ニ
於
て
妄
り
ニ
相
試
候
者
如
何
成
道
理
ニ
可
有
之
哉
、
仮
令
十
年
令
滞
留
千
万

申
立
候
共
、
何
国
迄
も
取
扱
可
致
様
無
之
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
（
大
修
Ｍ
二
・
一
〇
・
二
四
）。
こ
れ
に
対
し
、
一
一
月
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五
日
番
は
訓
導
に
、
二
四
日
の
回
答
で
は
「
難
落
着
」
の
で
、「
於
貴
朝
廷
、
使
節
ニ
難
被
相
応
御
処
分
之
廉
々
」
に
つ
い
て
の
書
付

を
出
す
こ
と
を
強
要
し
た
（
大
修
Ｍ
二
・
一
一
・
五
）。
そ
の
た
め
、
九
日
訓
導
は
館
守
宛
の
書
付
を
二
通）
23
（

作
成
し
て
差
し
出
し
た
。
こ

こ
で
、
幹
事
裁
判
・
大
修
使
書
契
は
改
撰
し
な
け
れ
ば
受
け
取
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
対
馬
藩
に
と
っ
て
の
書
契
問
題
は
、
幹
事
裁
判
・
大
修
使
書
契
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
対
馬
藩
に
と
っ
て
、
年
例
送

使
に
よ
る
公
貿
易
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
は
、
藩
財
政
の
相
当
の
部
分
を
占
め
て
お
り
、
年
例
送
使
を
廃
止
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
藩
存
続

の
た
め
に
は
そ
の
分
の
補
填
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
島
は
朝
鮮
か
ら
の
支
給
に
頼
ら
な
く
て
も
済
む
よ
う
経
済
援
助
を
維
新

政
府
に
度
々
申
し
出
て
い
た）

24
（

。
し
か
し
、
維
新
政
府
は
「
追
而
御
商
議
之
上
相
当
之　

御
沙
汰
可
有
之
」
と
明
確
な
決
定
を
行
わ
な

か
っ
た
た
め）
25
（

、
対
馬
藩
は
年
例
送
使
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
対
馬
藩
で
は
、
図
書
の
使
用
を
恥
辱
と
し
、
今
後
の

使
節
の
書
契
に
は
新
印
を
用
い
る
と
し
て
い
た
（
大
修
Ｍ
元
・
一
〇
・
八
）。
そ
の
た
め
、
幹
事
裁
判
の
交
渉
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
年
例

送
使
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
の
使
節
も
送
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
幹
事
裁
判
の
成
否
は
、
対
馬
藩
の
生
活
の
問
題
と
直
結
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
幹
事
裁
判
の
交
渉
は
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
倭
館
か
ら
帰
国
し
た
大
島
は
、
四
月
一
〇
日
対
馬
藩
年
寄
古

川
太
織
と
、
年
例
送
使
書
契
・
吹
嘘
に
は
図
書
を
押
す
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た）

26
（

。
対
馬
藩
内
で
は
図
書
の
再
使
用
に
反
対
す
る
者
も

多
か
っ
た
が）
27
（

、
一
〇
月
一
九
日
藩
主
宗
義
達
の
判
断
に
よ
り
、
幹
事
裁
判
・
大
修
使
な
ど
公
的
な
使
節
に
は
新
印
、
そ
れ
以
外
の
宗
家

の
私
的
な
使
節
に
は
図
書
を
使
用
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た）
28
（

。

一
一
月
一
八
日
図
書
の
使
用
を
朝
鮮
側
に
説
明
す
る
た
め
の
諭
知
使
が
派
遣
さ
れ
、
幹
事
裁
判
・
大
修
使
の
諾
否
に
至
る
ま
で
は
年

例
送
使
書
契
や
吹
嘘
に
は
図
書
を
使
用
す
る
こ
と
を
訓
導
に
伝
え
た
。
訓
導
は
こ
の
申
し
出
に
対
し
、
旧
約
通
り
に
改
め
る
の
で
あ
れ
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ば
問
題
は
な
い
と
し
て
、
東
莱
府
使
に
こ
の
旨
を
申
達
す
る
と
し
た
（
倭
館
Ｍ
二
・
一
一
・
一
八
）。
国
許
で
は
図
書
を
使
用
し
た
書
契

の
作
成
が
行
わ
れ）
29
（

、
一
二
月
一
・
二
日
に
は
己
巳
年
条
第
一
・
二
・
三
船
送
使
、
一
八
七
〇
年
一
月
三
日
に
は
公
作
米
年
限
裁
判）
30
（

、
一
月

一
一
日
に
は
己
巳
年
条
以
酊
庵
送
使
・
第
四
船
送
使
が
渡
韓
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
携
行
し
た
書
契
に
は
新
書
式
が
用
い
ら
れ
て
い

た
た
め
、
書
契
は
受
け
取
ら
れ
な
い
ま
ま
滞
留
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
月
一
二
日
番
ら
が
書
契
の
受
け
取
り
を
訓
導
に
要
求
し

て
い
る
が
（
倭
館
Ｍ
三
・
一
・
一
二
）、
訓
導
は
書
式
の
違
例
を
指
摘
し
、
受
け
取
り
を
拒
否
し
た）

31
（

。

交
渉
を
続
け
て
い
く
中
で
、
訓
導
は
「
朝
臣
之
二
字
御
省
相
成
候
ハ
ヽ
、
左
近
衛
少
将
之
字
数
者
周
旋
可
相
届
」
と
述
べ
た
（
大
修

Ｍ
三
・
四
・
一
七
）。
そ
の
た
め
、
国
許
で
「
朝
臣
之
文
字
御
欠
文
ニ
相
成
候
様
御
決
評
」
と
な
り）
32
（

、
己
巳
年
条
年
例
送
使
書
契
・
漂
差

使
書
契
・
駕
船
吹
嘘
・
公
作
米
年
限
裁
判
書
契
の
改
撰
が
行
わ
れ
た
。
四
月
七
日
対
馬
藩
士
国
分
建
見
が
改
撰
書
契
を
持
っ
て
渡
韓

し
、
翌
日
に
は
別
差
に
写
し
取
ら
せ
た
（
倭
館
Ｍ
三
・
四
・
八
）。
四
月
一
七
日
番
が
改
撰
書
契
に
つ
い
て
訓
導
に
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、

一
五
日
に
東
莱
府
使
が
都
に
状
啓
を
差
し
立
て
た
と
し
て
、
約
三
〇
日
の
猶
予
を
願
い
出
た
（
大
修
Ｍ
三
・
四
・
一
七
）。
五
月
二
二
日

訓
導
は
都
か
ら
関
文
が
到
来
し
た
と
し
て
入
館
し
、
年
例
送
使
・
公
作
米
年
限
裁
判
・
漂
差
使
の
接
待
を
設
行
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、

書
契
の
写
を
見
た
と
こ
ろ
職
名
が
先
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
大
修
使
も
こ
の
先
こ
の
書
契
の
よ
う
に
「
穏
当
之
運
」
を
以
っ

て
行
わ
れ
る
の
か
を
確
認
せ
よ
と
の
内
容
だ
っ
た
と
番
に
伝
え
た
。
ま
た
、
返
答
を
東
莱
府
使
よ
り
報
告
し
た
上
は
異
議
無
く
接
待
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。
番
は
、
大
修
使
は
対
馬
藩
限
り
の
も
の
で
は
な
い
が
、
年
例
送
使
は
「
対
州
一
国
之
貿
易
」
で

あ
る
の
で
、
速
や
か
に
接
待
す
る
よ
う
求
め
た
（
大
修
Ｍ
三
・
五
・
二
二
）。

こ
う
し
た
中
、
六
月
一
四
日
浦
瀬
が
大
島
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
、
訓
導
に
対
し
て
維
新
政
府
に
よ
る
国
使
渡
海
を
ほ
の
め
か
し

た）
33
（

。
こ
の
情
報
は
、
先
の
ド
イ
ツ
船
ヘ
ル
タ
号
の
来
航）
34
（

と
も
相
ま
っ
て
、
朝
鮮
側
の
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
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七
月
四
日
訓
導
は
、
自
分
が
「
大
差
使
（
大
修
使
―
牧
野
）
書
契
之
事
者
更
ニ
後
言
無
キ
之
意
」
を
う
け
も
っ
た
の
で
、「
宴
享
ト
入

給
」
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
と
知
ら
せ
た
（
大
修
Ｍ
三
・
七
・
四
）。
そ
し
て
、
年
例
送
使
の
接
待
は
七
月
一
一
日
以
降
順
次
行
わ
れ

（
倭
館
Ｍ
三
・
七
・
一
一
）、
書
契
は
朝
鮮
側
へ
と
渡
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
倭
館
で
は
番
や
川
本
ら
が
書
契
の
受
け
取
り
を
要
求
し
続
け
た
が
、
幹
事
裁
判
・
大
修
使
書
契
は
改
撰
を
行
わ
な

か
っ
た
た
め
、
朝
鮮
側
に
は
受
け
取
ら
れ
ず
、
そ
の
他
の
書
契
は
改
撰
を
行
っ
た
た
め
受
け
取
ら
れ
、
使
節
の
接
待
も
行
わ
れ
た
。
こ

う
し
て
、
幹
事
裁
判
・
大
修
使
は
、
書
契
を
渡
す
こ
と
も
回
答
書
契
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
倭
館
に
滞
留
し
続
け
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る）

35
（

。

第
二
章　
『
東
莱
府
啓
録
』
か
ら
見
た
書
契
問
題

で
は
、
次
に
書
契
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
対
応
を
、『
東
莱
府
啓
録
』
を
通
し
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
東
莱
府
啓
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
日
本
船
の
出
入
り
や
宴
享
の
実
施
な
ど
は
、
日
付
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
側

の
史
料
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
一
八
六
九
年
一
月
か
ら
一
八
七
〇
年
七
月
末
ま
で
に
、
日
本
船
は
六
一
隻
来
航
し
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
書
契
・
吹
嘘
が
そ
の
場
で
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
日
本
船
の
来
航
日
と
書
契
・
吹
嘘
の
種
類
、
そ
の
対
応
の

様
子
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
Ａ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
書
契
に
問
題
の
あ
っ
た
事
例
は
一
五
件
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち

二
件
は
漂
差
使
書
契
の
内
容
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
（
①
・
⑮
）、
三
件
は
吹
嘘
の
宛
先
が
誤
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
（
②
・

④
・
⑭
）
で
あ
る
。
①
・
⑮
は
、
ま
ず
謄
本
を
都
に
送
り
、
後
日
正
本
が
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
②
・
④
・
⑭
は
、
改
書
し
て
提
出
し

た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
船
は
そ
れ
ぞ
れ
数
ヶ
月
間
倭
館
に
滞
在
し
た
後
、
出
帆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
当
時
対
馬
藩
と
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表Ａ：『東莱府啓録』に見える異例の書契
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朝
鮮
と
の
間
に
あ
っ
た
書
契
問
題
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
以
外
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
一
八
六
九
年
四
月
三
日
に
到
来
し
た
船
（
③
）
は
、
全
羅
道
済
州
漂
民
を
護
送
し
た
御
手
船
吉
栄

丸
と
、
漂
民
駕
船
と
し
て
来
航
し
た
御
借
船
福
栄
丸
で
、
そ
れ
ぞ
れ
漂
差
使
書
契
と
吹
嘘
（
路
引
）
を
携
行
し
て
い
た
。
こ
の
時
の
対

応
に
つ
い
て
、『
東
莱
府
啓
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る）
36
（

。

【
史
料
一
】

（
省
略
）、
漂
民
順
付
書
契
別
幅
、
駕
船
路
引
、
依
例
呈
納
是と

い

ふ

か

ら

如
乙
仍
于
、
取
見
則
其
前
面
以
左
近
衛
少
将
対
馬
守
平
朝
臣
書
填
、

其
下
以
平
朝
臣
義
達
章
図
書
着
来
、
極
渉
駭
乖
、
大
違
規
例
、
一
併
退
却
不
捧
、
改
書
呈
納
之
意
、
同
倭
及
館
守
倭
処
、
厳
辞
責

諭
、
而
飛
船
路
引
二
度
、
捧
上
上
送
為し

て
乎
弥
、（
省
略
）、
今
此
漂
民
順
付
書
契
及
駕
船
路
引
之
不
由
旧
章
、
敢
剏
新
例
、
以
渠
国

所
鋳
図
書
、
遽
然
着
納
者
、
狡
倭
情
状
、
極
渉
痛
悪
、
大
違
格
例
乙に

よ

り
仍
于
、
同
書
契
別
幅
路
引
、
併
為
退
却
、
則
速
改
書
呈
納
之

意
、
令
任
訳
等
、
厳
辞
責
諭
於
館
守
倭
処
為せ

ら

れ
白
遣
、
倭
飛
船
路
引
二
度
分の

み叱
、
捧
上
監
封
上
送
于
該
曺
為せ

ら

れ

て

白
乎
弥
、
縁
由
並
以
馳

啓
為せ

ら
れ
ま
す
こ
と
で
あ
る
か
ら

白
臥
乎
事
是
良
爾
、
詮
次
善
啓
向せ

ら
る
べ
き
こ
と

教
是
事
、

漂
民
順
付
書
契
・
別
幅
（
贈
物
の
目
録
）
と
駕
船
吹
嘘
を
見
る
と
、
前
面
に
「
左
近
衛
少
将
対
馬
守
平
朝
臣
」
と
書
か
れ
、
そ
の
下

に
は
「
平
朝
臣
義
達
章
」
と
い
う
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
極
め
て
驚
き
で
あ
り
、
大
い
に
格
例
に
違
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
同
書
契
と
別
幅
・
吹
嘘
に
つ
い
て
は
退
け
、
速
や
か
に
改
め
て
納
め
る
こ
と
を
漂
差
使
と
館
守
に
厳
し
く
責
諭
し
、
飛
船
吹
嘘
二

本
の
み
を
都
に
送
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
漂
民
駕
船
の
吹
嘘
（
丙
辰
条
万
松
院
送
使
水
木
船
吹
嘘
）
は
日
付
が
慶
応
四
年
戊
辰
八
月
で
図
書
・
旧
書
式
が
用
い
ら
れ
、
漂

差
使
書
契
は
日
付
が
明
治
元
年
戊
辰
十
二
月
で
新
印
・
新
書
式
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
倭
館
Ｍ
二
・
三
・
三
〇
））

37
（

。
新
書
式
・
新
印
の
使
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用
は
漂
差
使
書
契
の
み
で
あ
っ
た
が
、
両
方
と
も
格
例
違
反
を
理
由
に
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
五
月
一
二
日
漂
差
使
小

田
庄
左
衛
門
は
、
礼
曹
か
ら
の
返
翰
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
倭
館
Ｍ
二
・
五
・
一
二
））
38
（

。

こ
の
後
、
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
館
守
茶
礼
儀
（
下
船
茶
礼
）
が
六
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
東
莱
府
使
が
都
へ
と
送
っ

た
茶
礼
儀
に
つ
い
て
の
状
啓
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た）
39
（

。

【
史
料
二
】

館
守
倭
平
和
時
員
役
等
下
船
茶
礼
、
定
於
本
月
十
五
日
、
故
臣
与
釜
山
僉
使
尹
錫
五
、
偕
往
宴
庁
、
下
船
茶
礼
、
依
例
設
行
後
、

同
倭
所
呈
礼
曹
了
書
契
別
幅
各
一
度
、
東
莱
釜
山
了
書
契
一
度
、
別
幅
二
度
、
捧
上
監
封
上
送
于
該
曹
為い

た
し
ま
す
し

白
乎
弥
、
縁
由
馳
啓

為せ
ら
れ
ま
す
こ
と
で
あ
る
か
ら

白
臥
乎
事
是
良
爾
、
詮
次
善
啓
向せ

ら
る
べ
き
こ
と

教
是
事
、

こ
の
中
で
は
、
東
莱
府
使
と
釜
山
僉
使
の
出
席
の
も
と
、
宴
庁
に
お
い
て
館
守
の
茶
礼
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
、
礼
曹
宛
・
東
莱
府

使
・
釜
山
僉
使
宛
の
館
守
交
代
書
契
・
別
幅
を
受
け
取
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
別
段
の
問
題
が
な
け
れ
ば
書

契
は
受
け
取
ら
れ
、
都
へ
と
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
東
莱
府
使
は
番
の
要
求
を
都
に
伝
え
る
と
答
え
て
い
た
も
の

の
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
の
中
に
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

以
後
、
異
例
の
書
契
は
し
ば
ら
く
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
次
に
出
て
く
る
の
は
一
二
月
二
日
の
己
巳
年
条
年
例
送
使
書
契
（
⑤
）

で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
は
、
館
守
と
任
訳
と
の
や
り
と
り
が
載
っ
て
い
る）

40
（

。

【
史
料
三
】

（
省
略
）
館
守
倭
言
内
、
弊
邦
災
異
頻
数
、
去
年
十
一
月
、
以
明
治
改
年
、
弊
州
州
主
陛
資
後
、
書
契
与
路
引
中
、
以
左
近
衛
少

将
平
朝
臣
書
来
是と

い

ふ

か

ら

如
為
乎
等
以
、
詰
責
曰
、
書
契
文
字
、
貴
在
一
遵
、
而
加
資
書
呈
、
有
違
前
例
、
退
却
不
捧
、
改
書
呈
納
之
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意
、
同
倭
及
正
官
倭
処
責
諭
為し

て
乎
弥
、
所
着
図
書
、
与
前
無
異
、
而
事
関
辺
情
、
同
書
契
別
幅
、
私
自
謄
本
上
送
事
手
本
拠
、
連

加
責
諭
、
改
書
来
呈
之
意
申
飭
、
而
同
謄
本
輸
送
縁
由
馳
通
為す

る
こ
と
を
ま
と
め
て

臥
乎
事
為
等
如
、
馳
通
為せ

ら
れ
ま
し
た
と
こ
ろ

白
有
臥
乎
所
、
今
此
対
馬
島
主
平
義
達

所
呈
書
契
中
、
以
左
近
衛
少
将
書
来
者
、
雖
或
有
此
等
可
援
之
例
、
至
於
平
字
下
、
書
以
朝
臣
二
字
、
曽
所
未
有
、
大
違
格
例

是で
あ
り
ま
す
か
ら

白
乎
等
以
、
令
任
訳
等
厳
加
責
諭
、
使
之
即
速
改
修
正
呈
納
之
地
為せ

ら
れ
ま
し
た
が

白
有
在
果
、
事
関
辺
情
、
別
為
謄
本
上
送
于
議
政
府
三
軍

府
為い

た
し
ま
す
し

白
乎
弥
、
縁
由
並
以
馳
啓
為せ

ら
れ
ま
す
こ
と
で
あ
る
か
ら

白
臥
乎
事
是
良
爾
、
詮
次
善
啓
向せ

ら
る
べ
き
こ
と

教
是
事
、

館
守
は
、
日
本
で
は
災
異
が
頻
り
に
起
こ
っ
た
た
め
、
去
年
十
一
月
に
明
治
と
改
元
し
た
。
ま
た
藩
主
は
昇
官
し
た
た
め
、
書
契
と

吹
嘘
に
は
「
左
近
衛
少
将
平
朝
臣
」
と
書
し
た
と
説
明
し
た
。
そ
れ
に
対
し
任
訳
は
、
昇
官
に
よ
り
職
名
を
変
え
た
書
契
を
持
っ
て
く

る
の
は
前
例
と
異
な
る
と
し
て
退
け
、
改
書
し
て
呈
納
す
る
よ
う
責
諭
を
加
え
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
は
従
来
通
り
の
も
の
で

あ
る
が
、
事
は
辺
情
に
関
わ
る
の
で
謄
本
を
送
る
と
し
て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
朝
鮮
側
は
館
守
に
対
し
て
昇
官
に
と
も
な
う
職
名
の
変
更
を
批
判
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
半
部
分
で

は
前
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
朝
鮮
側
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
職
名
の
変
更
に
は
前
例
が
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
の
一
二
代
目
藩
主
宗
義
質
が
左
近
衛
少
将
に
昇
進
し
た
際
に
出
さ
れ
た
昇
官
書
に
は
「
日
本
国
対
馬
州

太
守
少
将
平
公
」
宛
の
返
翰
が
存
在
し
て
い
る）

41
（

。
返
翰
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
朝
鮮
側
が
藩
主
の
職
名
の
変
更
を
認
め
て

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
浦
瀬
は
こ
う
し
た
前
例
の
存
在
を
前
提
と
し
て
訓
導
に
反
論
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
朝
鮮
側
も
そ
の
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
朝
鮮
側
は
「
朝
臣
」
を
書
き
入
れ
る
こ
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
「
朝
臣
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
番
・
川
本
は
「
従
前

信
使
之
来
。
毎
次
有
東
武
閣
老
書
契
。
其
式
姓
名
中
間
必
有
朝
臣
之
字
。」
と
し
て
、
通
信
使
が
来
日
し
た
際
、
幕
府
の
老
中
の
書
契
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に
は
、
姓
と
名
と
の
間
に
必
ず
「
朝
臣
」
の
字
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る）

42
（

。
し
か
し
、
対
馬
藩
御
書
翰
取
調
御
用
掛
阿
比
留
通
は

「
朝
臣
之
文
字
朝
鮮
御
掛
合
之
都
合
ニ
而
追
々
諸
記
吟
味
之
処
、
差
当
寛
永
比

執
政
且
御
家
御
名
之
内
類
例
相
見
兼
候
」
と
述
べ）
43
（

、

寛
永
期
（
一
六
二
四
〜
四
四
年
）
以
降
老
中
や
対
馬
藩
主
の
書
式
で
類
例
は
見
あ
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
以
後
、
朝
鮮
側
は
、
書
式

に
「
朝
臣
」
の
用
い
ら
れ
て
い
る
書
契
は
未
曾
有
の
こ
と
と
し
て
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
年
例
送
使
に
つ
い
て
、
訓
導
は
番
に
「
第
一
船
送
使
渡
着
ニ
相
成
候
次
第
、
去
四
日
府
使

啓
聞
被
取
計
候
」
と
述
べ
て
お
り

（
倭
館
Ｍ
二
・
一
二
・
六
）、
こ
の
状
啓
は
『
日
省
録
』
に
現
れ
る）

44
（

。
こ
の
記
事
の
中
で
、
対
馬
藩
側
に
書
契
を
改
撰
さ
せ
る
と
い
う
議
政

府
の
啓
言
に
対
し
朝
鮮
国
王
は
回
下
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
田
保
橋
氏
が
幹
事
裁
判
・
大
修
使
に
対
す
る
朝
鮮
政
府
の
方
針

を
示
し
た
も
の
と
し
て
以
来）
45
（

、
そ
れ
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
書
式
の
異
例
で
あ
り
、
石
川
氏
が

指
摘
し
た
通
り）
46
（

、
時
期
と
い
い
内
容
と
い
い
、
こ
れ
は
年
例
送
使
に
対
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
後
、
こ
の
書
式
の
異
例
は
六
例
（
一
八
七
〇
年
一
月
六
日
公
作
米
年
限
裁
判
書
契
（
⑥
）、
同
月
一
三
日
己
巳
年
条
以
酊
庵
送
使

副
書
と
第
四
船
か
ら
第
一
七
船
送
使
書
契
（
⑦
）、
二
月
一
二
日
飛
船
吹
嘘
二
本
（
⑧
）、
同
月
二
三
日
丁
巳
条
三
特
送
使
水
木
船
吹
嘘

一
本
（
⑨
）、
三
月
一
一
日
丁
未
条
万
松
院
送
使
水
木
船
吹
嘘
一
本
（
⑩
）、
同
月
二
〇
日
飛
船
吹
嘘
二
本
（
⑪
））
登
場
す
る
。
こ
れ

ら
の
書
契
は
全
て
図
書
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
新
書
式
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
受
け
取
り
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
諭
知
使
に
よ
っ

て
図
書
を
使
用
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
た
め
、
新
印
の
み
を
改
め
、
新
書
式
に
つ
い
て
は
押
し
通
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
書
式
の
問
題
が
解
決
し
た
の
が
、
国
分
建
見
が
改
撰
書
契
を
持
参
し
た
四
月
九
日
で
あ
る）

47
（

。

【
史
料
四
】

（
省
略
）、
別
禁
徒
倭
言
内
、
改
撰
書
契
別
幅
、
俺
賚
持
以
来
是と

い

ふ

か

ら

如
為
乎
等
以
、
取
見
其
書
契
与
路
引
、
則
対
馬
島
主
職
名
、
改
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書
以
左
近
衛
少
将
対
馬
守
、
而
只
去
平
字
下
朝
臣
二
字
、
故
館
守
倭
処
詰
問
曰
、
左
近
衛
少
将
、
何
不
改
書
是で

あ
り弥

、
漂
民
順
付
書

契
中
、
慶
尚
道
之
慶
字
、
康
津
之
康
字
、
何
以
本
字
書
来
耶
、
答
以
為
州
主
之
随
職
改
書
、
已
有
援
例
、
而
至
於
慶
康
二
字
、
前

関
伯
所
忌
字
也
、
而
関
伯
之
職
、
今
既
永
革
、
故
果
為
依
本
字
書
来
是と

い

ひ

如
為
乎
弥
、
送
使
倭
等
言
内
、
改
撰
書
契
別
幅
段
、
茶
礼

日
呈
納
計
料
是と

い

ふ

か

ら

如
為
乎
等
以
、
順
付
書
契
二
度
、
別
幅
三
度
、
路
引
一
度
、
捧
上
上
送
、
而
其
余
書
契
別
幅
副
書
及
兼
帯
、
自
第

五
船
、
至
十
七
船
、
書
契
別
幅
謄
本
上
送
事
手
本
拠
、
同
書
契
別
幅
、
路
引
与
謄
本
輸
送
縁
由
馳
通
為せ

ら
れ
ま
し
た
と
こ
ろ

白
有
臥
乎
所
、（
省
略
）

任
訳
は
館
守
に
、
別
禁
徒
倭
が
持
参
し
た
改
撰
書
契
に
お
い
て
、
藩
主
の
職
名
を
変
更
し
た
こ
と
と
、
従
来
将
軍
の
諱
字
で
あ
る
た

め
使
用
し
て
こ
な
か
っ
た
「
慶
」・「
康
」
の
字
を
使
用
し
た
理
由
を
詰
問
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
館
守
は
、
対
馬
島
主
の
職
に
従
っ
て

書
式
を
改
め
る
こ
と
に
は
前
例
が
あ
る
こ
と
、「
慶
」・「
康
」
の
字
は
「
前
関
伯
」、
す
な
わ
ち
将
軍
の
諱
字
で
あ
る
が
、
将
軍
職
が
廃

止
さ
れ
た
の
で
使
用
し
た
と
答
え
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
携
行
さ
れ
た
康
津
漂
民
順
付
書
契
と
飛
船
路
引
は
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
他
の
己
巳
年
条
第
一
船
か
ら
第
一
七
船
送
使
書
契
・
以
酊
庵
送
使
書
契
副
書
・
公
作
米
年
限
裁
判
書
契
は
謄
本
が
都
に
送

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
書
契
の
正
本
は
、
七
月
一
一
日
の
茶
礼
儀
で
受
け
取
ら
れ
た）

48
（

。
そ
し
て
、
以
後
対
馬
藩
に

対
し
て
発
給
す
る
書
契
の
書
式
は
、
す
べ
て
「
左
近
衛
少
将
対
馬
守
」
と
す
る
よ
う
礼
曹
に
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
以
後
、
書
契
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
漂
流
民
の
問
題
に
よ
る
も
の
（
⑬
・
⑮
）
と
宛
先
の
ミ
ス
（
⑭
）
で
、
今
回
の
書
契
問

題
に
関
す
る
も
の
は
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、『
東
莱
府
啓
録
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
四
月
七
日
に
書
契
問
題
に
つ
い
て
は
決
着
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
使
節
が
携
行
し
て
く
る
書
契
は
、
倭
館
に
お
け
る
任
訳
の
点
検
に
よ
っ
て
受
け
取
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
決
定
さ
れ
、

書
契
に
誤
り
や
異
例
の
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、
書
契
は
受
け
取
ら
れ
ず
、
都
に
送
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
使
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節
の
交
渉
が
進
み
、
接
待
が
行
わ
れ
る
か
否
か
は
、
倭
館
で
書
契
が
受
け
取
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
章　

書
契
問
題
の
進
展
と
朝
鮮
側
の
対
応

さ
て
、
第
一
章
・
第
二
章
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日
朝
双
方
の
史
料
か
ら
書
契
問
題
の
概
要
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

倭
館
に
お
け
る
書
契
問
題
の
展
開
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
倭
館
に
お
け
る
使
節
の
対
応
に
は
規
則
が
存
在
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
諸
事
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
中
で
も
、
対
馬
藩
側
が
接
触
す
る
の
は
訳
官
で
あ
る
訓
導
・
別
差
に
、
そ
し
て
そ
の
接
触
の
場
が
倭
館
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
幹
事
裁
判
や
大
修
使
、
そ
の
他
の
使
節
の
交
渉
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
八
六
九
年
二
月
一
六
日
訓
導
は
、
大
島
と
の
初
対
面
を
行
う
前
に
浦
瀬
の
も
と
を
訪
れ
、「
何
分
朝
廷
高
官
ノ
内

御
応
接
、
天

皇
御
直
対
之
処
ハ
御
免
被
仰
付
度
、
是
非
是
迄
徳
川
家
之
振
ニ
相
願
度
」
と
述
べ
た
。
浦
瀬
は
、
訓
導
の
こ
の
発
言
を
「
畢
竟
ハ
皇
ノ

字
ヲ
用
候
義
ヲ
難
シ
候
共
ト
被
考
」
と
し
て
い
る）

49
（

。
対
馬
藩
側
は
、
浦
瀬
と
訓
導
と
い
う
訳
官
同
士
の
対
話
か
ら
相
手
の
主
張
を
探
ろ

う
と
し
、
一
方
の
朝
鮮
側
も
、
浦
瀬
と
の
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
要
求
を
通
そ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
対
馬
藩
側
と

し
て
は
、
交
渉
の
窓
口
は
任
訳
の
み
で
あ
り
、
任
訳
を
通
し
て
し
か
東
莱
府
使
・
朝
鮮
政
府
に
対
し
て
要
求
を
行
い
、
ま
た
そ
の
様
子

を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
任
訳
と
の
対
話
は
、
交
渉
を
行
う
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
任
訳
は
倭
館
に
常
駐
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
倭
館
に
入
館
し
な
い
日
も
あ
っ
た
。
第
一
章
で
見
た
番
の
茶
礼
儀
に
至

る
経
緯
を
見
る
と
、
番
が
茶
礼
儀
の
日
取
り
の
設
定
を
申
し
入
れ
た
の
は
三
月
一
四
日
で
あ
っ
た
が）

50
（

、
東
莱
府
使
・
釜
山
僉
使
や
訓
導

自
ら
の
病
、
訓
導
が
大
丘
へ
行
く
と
の
理
由
で
入
館
し
な
い
な
ど
し
て）
51
（

、
茶
礼
儀
が
実
現
し
た
の
は
三
ヶ
月
後
の
六
月
一
五
日
の
こ
と
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で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
任
訳
が
入
館
し
て
こ
な
け
れ
ば
、
対
馬
藩
側
は
交
渉
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
茶
礼

儀
の
中
で
、
番
は
大
修
使
の
応
接
を
要
求
す
る
旨
を
都
に
伝
え
る
よ
う
求
め
、
そ
の
回
答
を
倭
館
で
督
促
し
続
け
た
。
彼
ら
は
倭
館
の

外
に
出
ら
れ
な
い
た
め
、
都
か
ら
の
回
答
を
訓
導
が
伝
え
に
来
る
の
を
待
つ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
都
か
ら

の
回
答
は
、
茶
礼
儀
か
ら
実
に
四
ヶ
月
以
上
も
経
っ
た
一
〇
月
二
四
日
に
倭
館
に
伝
え
ら
れ
た
。
交
渉
の
場
が
倭
館
に
限
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
交
渉
の
進
捗
は
任
訳
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
交
渉
が
遷
延
す
る
こ
と
は
、
対
馬
藩
に
と
っ
て
は
非
常
に
不
利
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
己
巳
年
条
年
例

送
使
の
書
契
は
、
当
初
書
式
の
異
例
を
理
由
に
受
け
取
ら
れ
ず
、
宴
享
も
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
己
巳
年
条
第
一
船
送

使
正
官
永
野
佐
十
郎
は
、
番
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
訴
え
た
（
倭
館
Ｍ
三
・
一
・
二
四
）。

【
史
料
五
】

我
々
儀
昨
年
条
為
第
一
船
送
使
被
差
渡
、
旧
臘
朔
日
渡
着
、
最
早
数
日
ニ
被
成
候
処
、
当
時
御
重
用
御
懸
合
之
駈
引
ニ
依
、
今
以

外
向
接
待
之
都
合
ニ
不
至
当
惑
之
仕
合
御
座
候
、
此
上
右
御
用
辺
之
訳
を
以
段
々
多
月
意
外
之
逗
留
ニ
相
成
候
節
者
、
兼
々
内
国

之
我
々
物
価
高
料
之
時
節
取
凌
方
相
届
不
申
、
御
時
勢
柄
不
容
易
奉
願
事
御
座
候
得
共
、
何
卒
格
別
之
以　

御
憐
慰
月
々
相
当
難

儀
不
仕
丈
之
御
沙
汰
を
も
被　

仰
付
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
御
蔭
を
以
当
間
差
価
難
有
仕
合
可
奉
存
（
省
略
）

書
契
が
受
け
取
ら
れ
な
い
た
め
接
待
に
至
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
長
期
間
の
逗
留
と
な
る
と
窮
状
を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
、
難
儀
し
な
い
程
度
の
支
給
を
受
け
た
い
と
訴
え
出
て
い
る
。
使
節
は
接
待
を
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
朝
鮮
側
か
ら
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ず
、
交
渉
が
遷
延
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
苦
し
い
立
場
と
な
っ
た
。
一
方
の
朝
鮮
側
か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
し
て
交
渉
を
引
き

延
ば
せ
ば
、
対
馬
藩
側
か
ら
妥
協
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
は
有
効
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
倭
館
と
い
う
場
を
設
定
し
、
外
交
交
渉
の
窓
口
を
限
定
す
る
と
い
う
旧
来
の
規
則
が
、
幹
事
裁
判
・
大

修
使
の
要
求
を
無
力
化
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
対
馬
藩
か
ら
送
ら
れ
る
使
節
は
、
任

訳
に
よ
る
書
契
の
点
検
を
受
け
、
礼
曹
と
の
間
で
書
契
の
往
復
を
行
う
こ
と
で
、
は
じ
め
て
そ
の
任
務
を
完
遂
し
た
こ
と
と
な
る
。
例

え
ば
、
一
八
六
九
年
二
月
二
一
日
に
渡
韓
し
た
漂
差
使
の
書
契
は
、
旧
書
式
で
図
書
を
用
い
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
漂
流
民
が

出
発
地
を
偽
っ
て
い
た
の
で
、
謄
本
が
都
に
送
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
三
月
二
〇
日
の
下
船
宴
で
書
契
は
受
け
取
ら
れ
て
い
る
（
①
）。

し
か
し
、
同
年
四
月
三
日
の
漂
差
使
書
契
は
、
新
書
式
・
新
印
を
使
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
書
契
は
受
け
取
ら
れ
ず
、
使

節
に
対
す
る
宴
享
も
行
わ
れ
て
い
な
い
（
③
）。
つ
ま
り
、
前
者
は
使
節
と
し
て
の
用
件
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
後
者
は
完

遂
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
幹
事
裁
判
と
大
修
使
は
、
こ
の
後
者
と
同
じ
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

公
作
米
年
限
裁
判
や
己
巳
年
条
年
例
送
使
が
滞
留
す
る
中
、
一
八
七
〇
年
二
月
二
二
日
外
務
省
官
員
佐
田
白
茅
ら
が
調
査
の
た
め
に

渡
韓
し
、
大
修
使
書
契
を
受
け
取
ら
な
い
理
由
を
東
莱
府
使
に
書
か
せ
る
よ
う
番
ら
に
指
示
し
た
（
大
修
Ｍ
三
・
二
・
二
九
）。
佐
田
は
、

そ
の
東
莱
府
使
か
ら
得
た
単
簡）

52
（

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る）

53
（

。

【
史
料
六
】

（
省
略
）
此
の
緊
要
事
件
（
単
簡
―
牧
野
）
は
、
内
輪
の
返
詞
で
、
正
当
の
手
続
き
を
踏
ん
だ
る
も
の
で
な
ゐ
。
抑
も
正
当
の
手

続
き
と
云
ふ
も
の
は
、
対
州
よ
り
朝
鮮
に
書
翰
を
渡
す
前
に
於
て
、
其
書
翰
の
写
し
を
示
し
、
朝
鮮
に
て
異
義
な
け
れ
ば
、
始
め

て
二
重
関
門
の
内
に
在
る
公
堂
に
於
て
、
厳
重
な
る
儀
式
に
て
、
受
授
を
為
す
が
例
で
あ
つ
て
、
朝
鮮
よ
り
対
州
へ
渡
す
も
、
亦

之
れ
と
同
様
で
あ
る
。
維
新
報
知
書
は
、
未
だ
其
正
当
の
手
続
に
至
ら
す
し
て
、
内
輪
で
写
し
を
示
し
た
ま
で
ゝ
で
あ
つ
た
。

佐
田
は
、
こ
の
単
簡
を
「
内
輪
の
返
詞
」
だ
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
「
正
当
の
手
続
き
」
を
、
任
訳
が
書
契
を
点
検
し
、
そ
の
後
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宴
庁
で
儀
式
を
行
っ
て
書
契
の
受
け
渡
し
を
す
る
と
い
う
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
維
新
報
知
書
」、
す
な
わ
ち
大
修
使
書
契

は
、
使
節
が
行
う
手
続
き
の
中
で
も
最
初
の
段
階
に
あ
り
、
書
契
の
謄
本
を
「
内
輪
で
写
し
を
示
し
た
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

当
然
、
対
馬
藩
側
で
も
こ
う
し
た
現
状
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
大
島
は
渡
韓
し
た
際
、
朝
鮮
側
は
天
皇
と
の
直
交
を
避
け
よ
う
と
す

る
様
子
が
見
ら
れ
る
が
、「
イ
ツ
レ
幹
事
官
大
修
使
持
渡
ノ
御
書
契
ヲ
先
ツ
請
取
ラ
セ
、
其
上
之
策
可
然
」
と
し
、
ま
ず
は
書
契
を
受

け
取
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
よ
う
述
べ
て
い
る）

54
（

。
使
節
は
「
厳
重
な
る
儀
式
に
て
、
受
授
を
為
」
し
て
は
じ
め
て
任
務
を
全
う
し

た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
、
朝
鮮
政
府
の
公
的
な
回
答
と
し
て
の
書
契
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
対
馬
藩
側
が
得
た
朝
鮮
政
府
か
ら
の
回
答
と
は
、
全
て
任
訳
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
っ
た
。
一
〇
月
二
四
日
訓
導
が
到
来

し
た
と
知
ら
せ
た
関
文
の
内
容
は
、
書
契
に
対
す
る
朝
鮮
政
府
の
方
針
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
対
馬
藩
側
は
関
文
そ
の
も
の
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
翌
年
五
月
二
二
日
に
訓
導
が
到
来
し
た
と
述
べ
て
い
る
関
文
も
、
対
馬
藩
側
は
見
て
い
な
い
。
関
文
と

は
、
朝
鮮
政
府
か
ら
東
莱
府
使
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
訓
導
は
「
此
節
都
表
よ
り
府
使
江
上
文
之
旨
趣
両
訳
江
伝
令
ニ
及
候

書
面
」
を
持
っ
て
入
館
し
、
そ
れ
を
対
馬
藩
側
に
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
（
大
修
Ｍ
二
・
一
〇
・
二
四
）。
つ
ま
り
、
対
馬
藩
に
示
さ
れ
た

朝
鮮
政
府
の
意
思
と
は
、
東
莱
府
使
・
訓
導
を
介
し
た
間
接
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
朝
鮮
政
府
の
意
思
と
合

致
し
て
い
た
と
し
て
も
、
形
式
的
に
は
非
公
式
の
「
内
輪
の
返
詞
」
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

幹
事
裁
判
・
大
修
使
書
契
に
お
け
る
新
印
や
新
書
式
は
、
従
来
の
日
朝
関
係
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
朝
鮮
側
か

ら
見
れ
ば
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
番
が
通
信
使
の
際
の
老
中
書
契
に
「
朝
臣
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
這
回
我
君
之
加
級
。

閣
老
同
等
。
則
朝
臣
之
字
安
得
不
載
哉
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に）

55
（

、
昇
官
に
よ
る
書
式
の
変
更
は
、
対
馬
藩
主
が
幕
府
の
老
中
と
対
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等
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
朝
間
の
儀
礼
的
な
対
応
関
係
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、

新
た
に
国
交
を
開
く
段
に
至
れ
ば
、
天
皇
と
朝
鮮
国
王
と
の
交
礼
を
調
整
す
る
際
に
問
題
が
起
き
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り）
56
（

、
書
契
中
の

「
皇
」「
勅
」
は
そ
れ
を
予
感
さ
せ
る
に
は
十
分
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
印
の
使
用
や
藩
主
の
昇
官
、
新
た
な
国
交
が
天
皇
の
意

思
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
書
契
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
回
答
書
契
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
公
的
に
否
定
す
る
こ
と

は
危
険
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
朝
鮮
側
は
異
例
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
書
契
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
、
返
翰
を
出
さ
な

く
て
も
よ
い
状
況
に
抑
え
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
結
果
と
し
て
、
朝
鮮
政
府
は
両
使
節
に
対
す
る
自
ら
の
意
思
を
か
た
ち
と
し
て

表
明
せ
ず
に
済
み
、
両
使
節
の
要
求
を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
通
交
の
場
で
あ
る
倭
館
と
交
渉
ル
ー
ト
を
限
定
す
る
規
則
を
設
け
る
こ
と
で
、
朝
鮮
側
は
幹
事
裁
判
や
大
修
使

を
、
そ
の
は
じ
め
の
段
階
で
抑
え
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
対
馬
藩
側
は
、
基
本
的
に
は
こ
の
規
則
の
範
囲
で
行
動
し
、
結
果
幹
事
裁

判
・
大
修
使
は
そ
の
任
務
を
全
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
時
期
の
日
朝
関
係
は
、
王
政
復
古
通
告
が
行
わ
れ

な
い
ま
ま
、
従
来
守
ら
れ
て
き
た
日
朝
通
交
の
規
則
に
よ
っ
て
膠
着
状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
書
契
問
題
の
展
開
を
追
う
こ
と
で
、
倭
館
と
い
う
交
渉
の
場
の
限
定
と
、
書
契
の
や
り
と
り
を
利
用
し
た
交
渉
ル
ー
ト

の
限
定
と
い
う
通
交
の
規
則
が
機
能
し
、
朝
鮮
側
は
幹
事
裁
判
・
大
修
使
の
要
求
を
抑
え
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
日
朝
間
の
膠
着
状
態
は
、
こ
の
よ
う
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
本
稿
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
残
さ
れ
た
問
題
点
と
今
後
の
課
題
を
提
示
し
た
い
。
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ま
ず
は
、
維
新
政
府
の
状
況
認
識
で
あ
る
。
外
務
省
官
員
佐
田
白
茅
ら
が
倭
館
で
の
状
況
を
視
察
し
て
帰
朝
し
た
後
、
外
務
省
は
太

政
官
に
対
し
て
対
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
三
つ
の
方
策
を
提
案
し
た）
57
（

。
三
つ
の
方
策
と
は
、
朝
鮮
と
の
通
交
を
し
ば
ら
く
停
止
す
る
断
交

論
、
皇
使
を
軍
艦
に
乗
せ
て
朝
鮮
に
派
遣
す
る
皇
使
派
遣
論
、
そ
し
て
清
と
の
条
約
締
結
を
優
先
す
る
清
国
交
渉
優
先
論
で
あ
る
。
従

来
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
策
が
強
硬
か
穏
健
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
こ
に
見
え
る
政
府
部
内
の
権
力
構
造
な
ど
の
分
析
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
次
に
挙
げ
る
こ
の
三
策
に
付
け
ら
れ
た
前
文
の
存
在
は
、
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
き
た
。

【
史
料
七
】

先
般　

皇
政
復
古
幕
府
を
廃
し
万
機
御
親
裁
の
旨
彼
国
へ
報
知
の
書
翰
、
厳
原
知
藩
事
よ
り
先
つ
写
を
以
差
示
候
処
、　

皇
の
字

勅
の
字
等
是
迄
幕
府
文
書
に
不
相
見
候
に
付
、
喋
々
議
論
を
起
三
年
の
星
霜
を
経
今
以
不
受
取
、
不
敬
至
極
の
儀
に
御
坐
候
、
右

は
御
国
体
を
辱
し
め
候
義
に
付
、
右
を
議
論
の
根
底
と
な
し
戦
端
を
可
開
辞
柄
十
分
有
之
候
間
、
速
に
其
用
意
に
及
度
と
申
唱
候

も
の
可
有
之
候
得
共
、
未
た　

勅
使
を
被
差
遣
候
と
申
訳
に
も
無
之
、
元
来
謬
例
を
以
仕
来
と
存
し
居
候
対
州
の
使
价
執
次
候
迄

の
事
に
付
、
此
廉
而
巳
を
挙
候
て
戦
端
を
開
候
訳
に
は
至
間
敷
と
被
存
候
間
、
左
の
条
々
を
以
相
伺
候

こ
こ
に
は
、
本
稿
で
見
た
倭
館
で
の
交
渉
の
段
階
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
政
府
が
回
答
を
出
し
て
い
な
い
と
い
う
状
態
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
王
政
復
古
通
告
は
「
対
州
の
使
价
」
が
行
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
現
段
階
で
は
そ
れ
を
理
由
に
「
戦
端
」

を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
三
つ
の
方
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
外
務
省
は
、
幹
事
裁

判
・
大
修
使
交
渉
が
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
の
か
を
把
握
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
提
案
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で

は
、
こ
の
前
文
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
ず
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
現
状
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
点
を
踏
ま
え
た
考
察

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、【
史
料
七
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
外
交
当
局
者
は
交
渉
の
段
階
を
踏
ま
え
て
外
交
政
策
を
提
起
し
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て
い
る
。
彼
ら
が
現
状
の
何
を
問
題
と
し
、
打
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
外
交
政
策
の
分
析
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
膠
着
状
態
は
、
対
馬
藩
と
朝
鮮
と
が
守
っ
て
き
た
従
来
の
規
則
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
馬
藩
が
従

来
通
り
、
倭
館
で
書
契
の
や
り
と
り
を
通
し
て
交
渉
を
行
う
限
り
、
こ
の
膠
着
状
態
は
続
く
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況

は
一
八
七
一
（
明
治
四
、
高
宗
八
、
辛
未
）
年
七
月
に
一
変
す
る
。
す
な
わ
ち
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
対
馬
藩
が
消
滅
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
通
交
を
構
成
す
る
一
端
が
消
滅
し
、
従
来
の
日
朝
通
交
の
か
た
ち
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
廃
藩
置
県
直
後
の
日
朝
関
係
に
つ
い
て
は
、
漂
流
民
送
還
事
務
の
外
務
省
へ
の
移
行
や
、
外
務
省
に
よ
る
倭
館
の
接
収
と
し

て
描
か
れ
て
き
た）

58
（

。
し
か
し
、
廃
藩
置
県
に
よ
る
対
馬
藩
の
消
滅
は
、
日
朝
関
係
に
対
し
て
よ
り
本
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
と

な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
） 

上
野
隆
生
「
幕
末
・
維
新
期
の
朝
鮮
政
策
と
対
馬
藩
」（『
年
報
近
代
日
本
研
究
』
七
、
一
九
八
五
年
）、
荒
野
泰
典
「
明
治
維
新
期
の
日
朝

外
交
体
制
「
一
元
化
」
問
題
」（
同
『
近
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）。

（
2
） 

毛
利
敏
彦
『
明
治
六
年
政
変
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）、
高
橋
秀
直
「
維
新
政
府
の
朝
鮮
政
策
と
木
戸
孝
允
」（『
人
文
論
集
』

（
神
戸
商
科
大
学
）
二
六
―
一
・
二
、
一
九
九
〇
年
）、
諸
洪
一
「
明
治
初
期
日
朝
関
係
の
再
編
と
対
馬
」（『
九
州
史
学
』
一
一
六
、
一
九
九
六

年
）、
沈
箕
載
『
幕
末
維
新
日
朝
外
交
史
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
吉
野
誠
『
明
治
維
新
と
征
韓
論
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
二

年
）、
同
『
東
ア
ジ
ア
史
の
な
か
の
日
本
と
朝
鮮
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
3
） 

最
近
の
研
究
で
は
、
石
田
徹
「
明
治
初
期
日
朝
交
渉
に
お
け
る
書
契
の
問
題
」（『
早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
』
三
五
六
、
二
〇
〇
四
年
）
が

あ
る
。
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（
4
） 

石
川
寛
「
明
治
維
新
期
に
お
け
る
対
馬
藩
の
動
向
―
日
朝
外
交
一
元
化
と
朝
鮮
・
対
馬
関
係
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
〇
九
、
一
九
九
八

年
）、
同
「
明
治
維
新
期
の
対
馬
藩
政
と
日
朝
関
係
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
八
三
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）、
同
「
日
朝
関
係
の
近
代
的
改
編
と
対
馬

藩
」（『
日
本
史
研
究
』
四
八
〇
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）、
同
「
明
治
期
の
大
修
参
判
使
と
対
馬
藩
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
七
五
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
5
） 
田
保
橋
潔
『
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
』（
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
、
一
九
四
〇
年
）
一
八
一
頁
。

（
6
） 
対
馬
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
使
節
に
対
し
て
は
、
茶
礼
儀
を
始
め
と
す
る
多
く
の
宴
享
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

（
7
） 

全
海
宗
『
韓
国
近
世
対
外
関
係
文
献
備
要
』（
奎
章
閣
図
書
研
究
叢
書
一
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
文
理
科
大
学
東
亜
文
化
研
究
所
、
一
九
六
六

年
）、
六
反
田
豊
「
19
世
紀
慶
尚
道
沿
岸
に
お
け
る
「
朝
倭
未
弁
船
」
接
近
と
水
軍
営
鎮
等
の
対
応
―
『
東
莱
府
啓
録
』
に
み
る
哲
宗
即
位
年

（
一
八
四
九
）
の
事
例
分
析
―
」（『
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢　

別
冊
特
集
号
』
二
〇
〇
九
年
）。

（
8
） 

近
世
の
日
朝
関
係
に
つ
い
て
は
、
田
代
和
生
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
一
年
）、
同
『
倭
館
―
鎖
国
時
代
の
日

本
人
町
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
二
年
）、
鶴
田
啓
『
対
馬
か
ら
み
た
日
朝
関
係
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
9
） 

年
例
送
使
と
は
、
対
馬
藩
と
礼
曹
と
の
間
で
の
定
期
的
な
外
交
儀
礼
を
主
な
役
割
と
す
る
も
の
で
、
第
一
船
か
ら
第
一
七
船
送
使
・
以
酊
庵

送
使
・
一
特
送
使
・
万
松
院
送
使
・
副
特
送
使
が
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
派
遣
さ
れ
る
船
は
八
隻
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
書
契
の
み
送
ら
れ

る
。
彼
ら
は
、
倭
館
に
お
い
て
儀
礼
的
な
物
品
の
贈
答
で
あ
る
「
進
上
」・「
回
賜
」
や
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
銅
を
朝
鮮
政
府
が
木
綿
や
米
で

買
い
取
る
公
貿
易
を
行
っ
た
。

（
10
） 

前
掲
石
川
二
〇
〇
三
年
論
文
。

（
11
） 

本
稿
中
で
引
用
す
る
史
料
の
内
、
句
読
点
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
牧
野
に
よ
る
。
史
料
中
の
旧
漢
字
・
変
体
仮
名
は
常
用
の
も
の
に
改
め
、

擡
頭
・
平
出
は
闕
字
で
代
用
し
た
。
ま
た
、
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
宗
家
文
庫
史
料(

以
下
対
馬
宗
家
と
略
）『
大
修
参
判
使

記
録
』
は
（
大
修
年
・
月
・
日
）、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
宗
家
史
料(

以
下
国
会
宗
家
と
略)

『(

倭
館)

毎
日
記
』
は
（
倭
館
年
・
月
・
日
）

と
本
文
中
に
略
記
し
た
（
Ｋ
は
慶
応
、
Ｍ
は
明
治
）。

（
12
） 

外
交
を
管
掌
す
る
部
署
で
、
判
書
を
長
と
し
て
、
参
判
・
参
議
と
続
く
。

（
13
） 

鶴
田
啓
「
釜
山
倭
館
」（
荒
野
泰
典
編
『
日
本
の
時
代
史
一
四　

江
戸
幕
府
と
東
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。
ま
た
、
書
契
に

つ
い
て
は
、
高
橋
公
明
「
近
世
前
期
の
対
馬
藩
と
朝
鮮
政
府
―
釜
山
浦
を
通
過
し
た
外
交
文
書
―
」（『
青
丘
学
術
論
集
』
三
、
一
九
九
三
年
）、
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李
薫
「
朝
鮮
後
期
違
式
書
契
を
通
し
て
み
た
朝
・
日
交
渉
の
特
質
」（『
韓
日
関
係
史
研
究
』
一
、
一
九
九
三
年
）、
張
舜
順
「
朝
鮮
後
期
に
お

け
る
日
本
の
書
契
の
違
式
実
態
と
朝
鮮
の
対
応
―
『
辺
例
集
要
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
歴
史
』（
東
北
史
学
会
）
八
六
、
一
九
九
六
年
）
を

参
照
し
た
。

（
14
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
二
四
五
・
同
二
四
六
慶
応
四
年
三
月
宗
義
達
へ
の
沙
汰
書
。

（
15
） 
書
式
と
は
、
書
契
の
冒
頭
に
書
か
れ
る
、
差
出
人
・「
奉
書
」
な
ど
差
し
出
し
の
文
言
・
宛
名
で
構
成
さ
れ
る
部
分
を
指
す
。

（
16
） 

対
馬
宗
家
『
出
勤
録
』（
御
書
翰
取
調
御
用
掛
）
明
治
元
年
一
一
月
一
七
日
条
。

（
17
） 

対
馬
宗
家
『
紀
事
大
綱
状
』（
朝
鮮
方
）
明
治
元
年
一
二
月
二
二
日
川
本
九
左
衛
門
・
番
縫
殿
介
よ
り
嶋
尾
益
城
・
村
岡
近
江
・
村
岡
相

模
・
古
川
采
女
宛
書
翰
。

（
18
） 

対
馬
宗
家
『
紀
事
大
綱
状
』（
朝
鮮
方
）
明
治
元
年
一
二
月
二
九
日
川
本
九
左
衛
門
・
番
縫
殿
介
よ
り
嶋
尾
益
城
・
村
岡
近
江
・
村
岡
相

模
・
古
川
采
女
宛
書
翰
。

（
19
） 

対
馬
宗
家
『
大
島
書
類　

第
十
弐　

戊
辰
日
記
』
明
治
二
年
二
月
一
七
日
条
。

（
20
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
巻
三
二
〇
附
属
書
、
任
訳
と
の
応
接
概
略
。

（
21
） 

前
掲
『
大
島
書
類　

第
十
弐　

戊
辰
日
記
』
明
治
二
年
二
月
二
九
日
条
。

（
22
） 

番
は
一
八
六
七
（
慶
応
三
、
高
宗
四
、
丁
卯
）
年
四
月
一
日
よ
り
館
守
に
再
任
し
た
が
、
東
莱
府
使
と
初
め
て
対
面
を
行
う
茶
礼
儀
は
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。

（
23
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
巻
六
一
五
・
己
巳
一
一
月
訓
導
・
別
差
よ
り
館
守
宛
「
覚
」、
同
六
一
六
・
己
巳
一
一
月
訓
導
よ
り
館
守
宛
「
覚
」。

（
24
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
二
八
八
附
属
書
一
慶
応
四
年
閏
四
月
「
別
録
」、
同
第
二
巻
三
二
〇
附
記
一
「
韓
国
事
件
廉
書
」
な
ど
。

（
25
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
四
三
五
、
慶
応
四
年
六
月
宗
義
達
へ
の
沙
汰
書
。

（
26
） 

対
馬
宗
家
『
大
島
書
類　

第
十
弐　

戊
辰
日
記
』
明
治
二
年
四
月
一
二
日
条
。

（
27
） 

対
馬
宗
家
『
大
島
書
類　

第
廿
五
』
明
治
二
年
八
月
一
八
日
古
川
裕
作
よ
り
大
島
友
之
允
・
森
川
玉
城
・
内
野
広
之
允
宛
書
翰
。

（
28
） 

対
馬
宗
家
『
御
家
記
編
輯
材
料　

九
十
』
明
治
二
年
一
〇
月
一
九
日
条
。

（
29
） 

対
馬
宗
家
『
出
勤
録
』（
御
書
翰
取
調
御
用
掛
中
）
明
治
二
年
一
〇
月
二
七
・
二
八
・
二
九
日
・
一
一
月
一
・
二
・
八
・
一
〇
・
一
一
・
一
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三
・
二
二
日
・
一
二
月
一
九
・
二
〇
・
二
三
日
条
。

（
30
） 

公
貿
易
に
お
い
て
朝
鮮
側
は
公
木
（
木
綿
）
で
決
裁
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
六
五
一
（
慶
安
四
）
年
対
馬
藩
は
公
木
を
米
に
換

え
る
よ
う
交
渉
し
た
。
朝
鮮
側
は
五
年
毎
の
期
限
付
き
で
こ
れ
を
許
し
た
た
め
、
以
後
期
限
が
迫
る
毎
に
年
限
延
長
の
裁
判
を
渡
海
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。（
長
正
統
「
日
鮮
関
係
に
お
け
る
記
録
の
時
代
」（『
東
洋
学
報
』
五
〇

－

四
、
一
九
六
八
年
））

（
31
） 
対
馬
宗
家
『
大
島
書
類　

第
廿
五
』
明
治
三
年
一
月
二
八
日
樋
口
鉄
四
郎
よ
り
大
島
友
之
允
宛
書
翰
。

（
32
） 

対
馬
宗
家
『
出
勤
録
』（
御
書
翰
取
調
御
用
掛
中
）
明
治
三
年
三
月
一
〇
日
条
。

（
33
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
巻
九
五
附
記
「
午
四
月
浦
瀬
最
助
別
密
会
草
按
」、
同
附
属
書
一
・
明
治
三
年
五
月
一
三
日
浦
瀬
と
訓
導
と
の
対
話

書
。

（
34
） 

五
月
三
日
ド
イ
ツ
船
ヘ
ル
タ
号
が
倭
館
に
来
航
し
た
事
件
。
対
馬
藩
士
中
野
許
太
郎
が
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

（
35
） 

幹
事
裁
判
川
本
九
左
衛
門
は
一
八
七
〇
年
七
月
九
日
、
大
修
使
樋
口
鉄
四
郎
は
一
八
七
二
（
明
治
五
、
高
宗
九
、
壬
申
）
年
一
月
一
六
日
に

帰
国
し
た
。

（
36
） 『
東
莱
府
啓
録
』（
大
韓
民
国
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
各
司
謄
録
一
二　

慶
尚
道
篇
二
』
一
九
八
四
年
）
高
宗
六
年
四
月
三
日
条
。
句
読
点
は

原
文
の
ま
ま
。
傍
線
・
ル
ビ
は
牧
野
に
よ
る
。
史
料
中
の
傍
線
部
は
吏
読
を
示
し
、
ル
ビ
は
中
枢
院
編
『
吏
読
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九

七
五
年
）
に
よ
っ
た
。

（
37
） 

対
馬
宗
家
『
本
邦
朝
鮮
往
復
書
』
慶
応
四
年
。

（
38
） 

た
だ
し
、
漂
流
民
は
無
事
に
朝
鮮
側
に
引
き
渡
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
四
月
二
日
仮
訓
導
・
別
差
に
よ
り
預
書
が
出
さ
れ
て
い
る
（
倭
館
Ｍ

二
・
四
・
二
）。

（
39
） 『
東
莱
府
啓
録
』
高
宗
六
年
六
月
一
六
日
条
。

（
40
） 『
東
莱
府
啓
録
』
高
宗
六
年
一
二
月
二
日
条
。

（
41
） 

国
会
宗
家
『
館
守
再
任
番
縫
殿
介
取
扱
雑
件
』
第
三
冊
。

（
42
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
巻
六
一
七
、
明
治
二
年
一
一
月
館
守
・
幹
事
裁
判
よ
り
「
口
述
」。
句
点
は
原
文
の
ま
ま
。

（
43
） 

対
馬
宗
家
『
出
勤
録
』（
御
書
翰
取
調
御
用
掛
中
）
明
治
二
年
三
月
七
日
条
。
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（
44
） 『
日
省
録
』
李
大
王
己
巳
年
一
二
月
一
三
日
条
「
命
対
馬
島
主
書
契
使
之
改
修
呈
納
」（『
日
省
録　

六
八
』（
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
、
一
九

九
五
年
））。

（
45
） 

田
保
橋
前
掲
書
一
七
九
〜
一
八
一
頁
。

（
46
） 
前
掲
石
川
二
〇
〇
三
年
論
文
。

（
47
） 『
東
莱
府
啓
録
』
高
宗
七
年
四
月
九
日
条
。

（
48
） 『
東
莱
府
啓
録
』
高
宗
七
年
七
月
一
一
日
条
。

（
49
） 

前
掲
『
大
島
書
類　

第
十
弐　

戊
辰
日
記
』
明
治
二
年
二
月
一
七
（
六
か
）
日
条
。

（
50
） 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
大
島
家
文
書
『
朝
鮮
修
交
関
係
書
類
写
一
』
明
治
二
年
三
月
二
〇
日
番
縫
殿
介
・
川
本
九
左
衛
門
よ
り
島
尾
益

城
・
村
岡
近
江
・
村
岡
相
模
・
蕃
建
直
人
・
古
川
采
女
・
平
田
彭
城
宛
書
翰
。

（
51
） 

前
掲
『
大
島
書
類　

第
廿
五
』
明
治
二
年
五
月
七
日
川
本
九
左
衛
門
よ
り
大
島
友
之
允
宛
書
翰
。

（
52
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
巻
八
六
附
属
書
、
庚
午
三
月
東
莱
府
使
よ
り
大
修
使
・
館
守
宛
「
東
莱
府
使
単
翰
」。

（
53
） 

佐
田
白
茅
『
征
韓
論
の
旧
夢
談
』
一
九
〇
三
年
（『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
二
巻
（
一
九
二
九
年
）
所
収
）。

（
54
） 

前
掲
『
大
島
書
類　

第
十
弐　

戊
辰
日
記
』
明
治
二
年
二
月
一
七
（
六
か
）
日
条
。

（
55
） 

前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
巻
六
一
七
、
明
治
二
年
一
一
月
館
守
・
幹
事
裁
判
よ
り
「
口
述
」。
句
点
は
原
文
の
ま
ま
。

（
56
） 

拙
稿
「
明
治
維
新
期
日
朝
間
に
お
け
る
交
礼
問
題
」（『
九
州
史
学
』
一
五
四
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
57
） 『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
巻
八
九
、
明
治
三
年
四
月
外
務
省
よ
り
太
政
官
弁
官
宛
伺
。

（
58
） 

田
保
橋
前
掲
書
、
池
内
敏
『
近
世
日
本
と
朝
鮮
漂
流
民
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）、
石
川
寛
「
明
治
維
新
と
朝
鮮
・
対
馬
関
係
」（
明

治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
）
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SUMMARY

How did the Korean government treat a diplomatic note from the 
Tsushima clan?

Masashi MAKINO

This text examined how the Korean government had treated a 
diplomatic note from the Tsushima clan by using the historical materials 
of Japan and Korea. As a result, the following was able to be clarifi ed. 

In Wakan (residence ground) by which the Tsushima clan did 
diplomatic clerical work, there were some rules. First of all, they were 
not able to go out outside Wakan. And, it was necessary to check a 
diplomatic note fi rst of all for the offi  cial interpreter in Korea so that they 
might negotiate on diplomacy. If a diplomatic note was received, they 
were able to advance a diplomatic negotiation. However, a diplomatic 
negotiation was not able to be advanced if not received.  

The Tsushima clan tried to inform the Korean government of 
Meiji Restoration by using a provocative diplomatic note. However, the 
diplomatic note was not able to pass the offi  cial interpreter’s check, and 
was not received by the Korean government. Therefore, Japan was not 
able to tell Korea the fact of Meiji Restoration, and the relation between 
the two countries came to stagnate.

キーワード：書契,  倭館,  対馬藩,  朝鮮,  明治維新
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